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第 1 章

概要

• Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーション（1ページ）
•概要（1ページ）
•ライセンス要件（1ページ）
•前提条件（2ページ）
•スペースの使用状況アプリケーションの操作（2ページ）

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーション
Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーションは、物理的なスペースの使用状況に関す
る履歴情報を提供し、スペースを最適化するのに役立ちます。これらのインサイトは、スペー

ス内の建物全体のネットワーキングおよびコラボレーションインフラストラクチャに統合され

たセンサーを通じて取得したデータから得られます。

スペースの使用状況アプリケーションを使用すると、キャンパス、建物、またはフロア内の任

意のスペースの占有率と密度を表示できます。この情報には、人数、ピーク時の使用状況、物

理的なスペースでの滞在時間などのデータが含まれます。

概要
このセクションでは、キャンパススペースがどのように使用されているかの概要レベルのス

ナップショットを示します。アクティブなAdvantageレベルのライセンスがあるキャンパス、
建物、フロアの数などの主要な使用率メトリックと、建物全体のキャパシティ使用状況が強調

表示されます。スペースの可用性をすばやく把握し、使用率のトレンドをモニターして、展開

またはデータの可用性に注意が必要な可能性のある場所を特定できます。

ライセンス要件
スペースの使用状況アプリケーションは、Cisco Spaces ACTおよび Cisco Spaces無制限ライセ
ンスに関連付けられています。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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図 1 :スペースの使用状況アプリケーション

前提条件
Cisco Spaces展開が次の要件を満たしている場合は、スペースの使用状況アプリケーションを
使用できます。

• Digital Maps Proバージョンを実行し、会議室を定義する必要があります。

• Webexデバイスを使用して占有率をモニタリングする場合は、これらのデバイスをWebex
Control Hubと統合する必要があります。

• Wi-Fiメトリックとインサイトを収集できるように、さまざまなワイヤレスネットワーク
で動作するよう Cisco Spacesを設定する必要があります。

スペースの使用状況アプリケーションの操作
[Overview]ウィンドウは 2つの部分に分かれています。上部には、ネットワーク内の
[Campuses]、[Buildings]、および [Floors]の数と、豊富なマップが統合されているこれらのス
ペースの数をすばやく表示するアイコンがあります。

下部には、建物の使用状況（1日の平均占有率（%））、密度（単位面積あたりの人時）、お
よび部屋の使用状況（勤務時間中の時間（%））の傾向がグラフで表示されます。これらのグ
ラフでは、ネットワークバーをクリックすると詳細なネットワークビューに移動できます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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このアプリケーションは、コラボレーションデバイス、ポータルビーム、PIRセンサー（Thingsee
やMokoなど）といったさまざまなソースからの稼動率データレポートをサポートします。

さまざまな期間のデータを表示するには、[Overview]ウィンドウの上部にある月や日のドロッ
プダウンメニューで選択内容を変更します。

検索ボックスを使用して、定義された [Location Hierarchy]に従ってロケーションを検索できま
す。

[UI updates]

これらの強化によりユーザーナビゲーションが改善され、より直感的なインターフェイスが提

供されました。

•ダイナミックページタイトル：ページタイトルとフィルタ処理が、選択したビューに基づ
いて自動的に更新されるようになりました。特定の建物またはフロアをすばやく識別し、

どのフィルタが適用されているかを確認できます。

• [Location]ドロップダウン：[Location Selection]ドロップダウンリストが、使用の観点から
ウィンドウの右側に再配置されました。このフィルタ処理がビルディングビューとフロア

ビューの両方で使用できるようになり、場所をより効率的に切り替えられるようになりま

した。

スペースの使用状況アプリケーションベータ版 UIの機能

ヒートマップ

スペースの使用状況アプリケーションにヒートマップが導入され、過去の使用状況の傾向と物

理的スペースの使用率を可視化する新しい方法が提供されました。ヒートマップは 3Dデジタ
ルマップの上に直接表示され、占有密度と使用パターンを没入型の方法で空間的に理解できま

す。

主なポイント

•ヒートマップの可視化：フロアレベルでの過去の占有密度を色分けして視覚的に表現し、
3Dデジタルマップ上に表示して、時間の経過とともにフロアのどの領域が最も利用され
たか、または最も利用されていないかを把握できるようにします。

•多次元分析：各日、各曜日、または1日における各時間帯のヒートマップを表示して、傾
向を把握し、さまざまな期間における占有パターンと使用傾向を分析します。

次の利点があります。

•過去の使用率の低いゾーンと使用者の多いゾーンを特定します。

•情報に基づきスペースの再配置または再設計を決定できます。

• 3Dデジタルマップを使用した直感的なマップベースの表示により、従来のグラフ表示を
補完します。

•空間的インサイトを得てワークスペースの配置を最適化し、訪問者の体験を向上させま
す。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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インタラクティブマップ

スペースの使用状況アプリケーションに [Interactive Maps]機能が提供され、キャンパス、建
物、フロアなどの場所をグローバルマップ上にすばやく直感的に地理的表示できます。この機

能では、ダイナミックマーカーと色分けされたクラスターを使用して、占有率と使用率のメト

リックが表示されます。これにより、迅速なインサイトを複数のレベルで得ることができま

す。

主なポイント

•ダイナミッククラスタリングにより、グローバル、キャンパス、建物、およびフロアレベ
ルの視点をシームレスに切り替えられます。

•人数、滞在時間、使用率などの主要なメトリックを色分けされたマーカーで表示します。

•スマートマップコントロール、ズーム、および情報パネルによりスペースを迅速に見つけ
られます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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第 2 章

インタラクティブマップ

•インタラクティブなマップ（5ページ）

インタラクティブなマップ
Cisco Spacesの [Interactive Maps]セクションでは、さまざまなキャンパス、建物、フロアのス
ペースの利用状況を可視化して分析するためのダイナミックなマップベースのインターフェイ

スがユーザーに提供されます。このマップツールでは、リアルタイムデータと過去のデータを

活用して、さまざまな場所で費やされた人数や時間などのメトリックを表示することで、効果

的なワークスペース管理と計画をサポートします。

このマップはインタラクティブで、包括的な分析のための複数の使用率メトリックをサポート

しています。

主な機能

• [Map Navigation]：マップ上の特定の地域をズーム、パン、および選択して、施設の詳細
を調べることができます。

• [Filtering Options]：このインターフェイスでは、日付（2025年 11月など）、ロケーショ
ンのタイプ（建物など）、および使用率メトリック（人数や滞在時間など）でフィルタリ

ングできます。

• [Search Functionality]：検索バーを使用すると、特定のキャンパス、建物、またはフロア
をすばやく見つけることができます。

• [Data Visualization]：地理マップ（MapboxおよびOpenStreetMapを搭載）のオーバーレイ
を利用して、実際のロケーションとその使用率統計を表します。

• [SummaryPanel]：選択した建物数と合計フロアエリアのスナップショットを表示します。
データを使用できない場合は、通知が表示されます（例：「建物のデータを使用できませ

ん」）。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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図 2 :インタラクティブマップ
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第 3 章

使用率ステータスの表示

•キャンパス使用状況レポートの表示（7ページ）
•建物使用状況レポートの表示（8ページ）
•フロア使用状況レポートの表示（9ページ）

キャンパス使用状況レポートの表示

手順

ステップ 1 スペースの使用状況アプリケーションの左側のナビゲーションメニューで、[Campuses]を選択
します。

さまざまなキャンパスをリストしたテーブルが表示されます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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図 3 : Campus Reports

ステップ 2 ウィンドウの上部にある月と日のドロップダウンメニューから期間を選択します。

ステップ 3 [Search]を使用するか、テーブル内の名前をクリックして手動でキャンパスを選択します。
[Campus Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Overview]タブまたは [View by Buildings]タブを選択して、キャンパスまたは建物レベルのス
ペース使用状況を把握します。

• [Overview]：キャンパスの [People Count]、[Time Spent]、および [Room Utilization]の概要
が表示されます。

• [ViewbyBuildings]：建物内のスペースの使用状況、人数、滞在時間、人時、密度の傾向を
示すグラフが表示されます。

建物使用状況レポートの表示

手順

ステップ 1 スペースの使用状況アプリケーションの左側のナビゲーションメニューで、[Buildings]を選択
します。

さまざまな建物をリストしたテーブルが表示されます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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ステップ 2 ウィンドウの上部にある月と日のドロップダウンメニューから期間を選択します。

ステップ 3 [Search]を使用するか、テーブル内の名前をクリックして手動で建物を選択します。
[Building Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Overview]タブまたは [Floors in Building]タブを選択して、建物またはフロアレベルのスペー
ス使用状況を把握します。

• [Overview]：建物の [PeakUtilization]、[PeopleCount]、[Time Spent]、および [RoomUtilization]
の概要が表示されます。

• [Floors inBuilding]：フロアのスペースの使用状況、人数、滞在時間、人時、密度の傾向を
示すグラフが表示されます。

フロア使用状況レポートの表示

手順

ステップ 1 スペースの使用状況アプリケーションの左側のナビゲーションメニューで、[Floors]を選択し
ます。

建物のリストと、選択した建物内のさまざまなフロアをリストしたテーブルが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの上部にある月と日のドロップダウンメニューから期間を選択します。

ステップ 3 [Search]を使用するか、テーブル内の名前をクリックして手動で建物を選択します。
[Floor Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Overview]タブまたは [Heat Map]タブを選択して、フロアまたは部屋レベルのスペース使用状
況を把握します。

• [Overview]：建物の [PeakUtilization]、[PeopleCount]、[Time Spent]、および [RoomUtilization]
の概要が表示されます。

• [Heat Map]：フロアのさまざまな部屋について、毎日の使用状況、時間帯別または曜日別
の人数、曜日別の人時の傾向を示すグラフが表示されます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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使用率レポート

•使用率レポート（11ページ）
•レポートを作成（13ページ）

使用率レポート
Utilization Reports機能を使用して、レポート経由で使用率データをエクスポートします。
Utilization Reportsセクションでは、スペースの使用状況アプリケーションで使用率レポート
を作成、表示、およびダウンロードできます。以前に作成されたレポートが、場所の範囲、レ

ポート期間、完了ステータス、およびダウンロードアクセスとともに一覧表示されます。

主な機能

•選択したロケーションおよび期間のエクスポート可能な使用率データを生成するには、新
しい使用率レポートを作成します。

•既存のすべてのレポートを、主要なメタデータ（レポート名、ロケーション範囲、レポー
ト期間）とともに単一のリストで表示します。

• [Last completed period]を使用してレポートの準備状況を追跡し、出力が利用可能かどう
かを確認します。

•レポート行エントリからオンデマンドで直接レポート出力をダウンロードします。

既存のレポートを表示することも、新しいレポートを作成することもできます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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図 4 :使用状況レポート

[Utilization Reports]ページには、次の詳細が含まれます。

表 1 :使用状況レポート

説明フィールド

レポートエントリを特定し、リンクされた名

前（Report 2497など）を選択して詳細を開き
ます。

レポート名

レポートに含まれているロケーション範囲を

表示します（多くの場合、キャンパス/建物/フ
ロアのパスとして表示されます）。

ロケーション

レポートの対象となるレポートのタイムフレー

ムを表示します（たとえば、2026-01-01 ～

2026-02-04などの日付範囲を表示します)。

レポートタイプ

レポートが正常に完了した最新の期間を表示

するか、完了した出力がまだない場合に N/A
を表示します。

最終完了期間

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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説明フィールド

クリックすると、レポートエントリ用に生成

されたレポート出力ファイルがダウンロード

されます。

Cisco IOS XE SD-WANリリース 16.12以前の

[Edit]および [Delete]オプションが含まれま
す。

その他のオプション（…）

レポートの表示

既存のレポートを表示するには、[Report Name]をクリックすると、使用率データが表示され
ます。次の詳細を確認します。

•ワークスペース

•日時

•インターバル開始時間(ローカル)

•建物

•フロア

•キャパシティ

•ピーク時の人数

次の追加タスクを実行します。

• [Edit]：クリックしてレポートを編集し、再生成します。

• [Download]：クリックしてレポートをダウンロードします。

レポートを作成
[Create New]を使用して、ロケーション範囲とレポート期間を選択し、新しい使用率レポート
を定義します。

[Utilization Reports]機能を使用すると、特定の場所と期間の使用率レポートのエクスポートを
作成し、完了を追跡し、結果をダウンロードしてオフラインで分析および配信できます。

新しいレポートを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Utilization Reports]ウィンドウで、[+ Create New]をクリックします。
[Report Parameters]ウィザードが表示されます。

Cisco Spaces:スペースの使用状況アプリケーションガイド
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ステップ 2 [Report Level]セクションで、[Buildings]、[Floors]、または [Floors]のいずれかをクリックし
て選択します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
[Locations]セクションが表示されます。

ステップ 4 左側のペインで、階層を展開して目的のロケーションに移動し、対応するチェックボックスを
オンにします。

（注）

または、左側のペインで、目的の [Building]、[Floor]、または [Room]を検索することもでき
ます。

選択したロケーションがペインの右側に表示されます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
[Date Range]ペインが表示されます。

ステップ 6 [Select Date Range]セクションで、占有率レポートの日付範囲を指定するか、頻度を選択する
ことができます。

a) [Specify Date Range]：一定期間のレポートが必要な場合は、このオプションを選択し、日
付ピッカーから [Start Date]と [End Date]を選択します。

（注）

日付は、選択したロケーションのローカルタイムゾーンに基づいています。

b) [Recurring Report]：定期的な占有率レポートを生成し、次のいずれかのオプションを選択
して頻度を指定する場合は、このオプションを選択します。

• [Weekly]：このレポートには、最後に完了した週（日曜日から土曜日）のデータが含
まれます。

• [Bi-weekly]：このレポートには、最後に完了した 2週間のデータが含まれます。

• [Monthly]：このレポートには、最後に完了した月のデータが含まれます。

c) [Reporting Time Interval]を指定するには、[15 minutes]、[30 minutes]、または [60 minutes]の
いずれかを選択します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。
[Report Filters]ペインが表示されます。

ステップ 8 [Report Filters]ペインでは、占有率レポートの次の基準を指定できます。

a) [Filter By Specific Day(s)]では、特定の曜日または [All Days of the Week]を選択できます。

（注）

少なくとも 1つの曜日を選択する必要があります。そうしていない場合、次のエラーメッ
セージが表示されます。

Atleast one day must be selected to generate a report.

b) [Filter By Specific Hours]では、[Full Day (24 Hrs)]を選択するか、[Start Time]と [End Time]
を指定することができます。
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c) [Filter By Capacity of Room(s)]では、目的の部屋の収容人数を選択します。

（注）

少なくとも 1つの部屋の収容人数のグループを選択する必要があります。そうしていない
場合、次のエラーメッセージが表示されます。

Atleast one capacity group must be selected to generate a report.

d) データがない期間のエントリを除外するには、[Skip Empty Rows]を選択します。

ステップ 9 [Create Report]をクリックします。

新しいレポートが生成されます。

次のタスク

[Utilization Reports]ウィンドウでレポートの詳細を表示します。
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第 5 章

展開ステータス

•展開ステータス（17ページ）

展開ステータス
スペースの使用状況アプリケーションの [Deployment Status]セクションでは、組織内のすべ
ての建物とフロアにおける占有ステータスの統合された包括的なビューが表示されます。この

機能により、施設のマネージャおよび管理者はスペース利用システムの展開状況や運用状況を

モニターできるようになり、正確な占有率の把握とワークスペースの最適化が実現します。

このアプリは、展開状況に関するインサイトを提供します。アプリケーション内の主要なメト

リック間にギャップが生じることがよくあります。これは通常、展開が不完全なことが原因で

す。たとえば、日別使用率グラフにはキャパシティ（設定）と稼動率データの両方が必要です

が、密度チャートには稼動率データに加えてエリアの仕様（設定）が必要です。

同様に、部屋の使用状況を効果的に追跡するには、デジタルマップを利用可能にし、これらの

マップに定義された部屋にセンサーを接続する必要があります。[DeploymentStatus]セクショ
ンにアクセスすれば、不足している要素を特定し、それらのギャップを埋めるために必要なア

クションを実行して、グラフとレポートを期待どおりに正確に生成することができます。

主な機能：

•フロアと部屋の占有率をモニタリングするための集中型ダッシュボード。

•ライセンスと設定に基づく建物とフロアのステータスインジケータ。

•展開の準備状況タスク（ネットワークの接続、マップのアップロード、メタデータの設
定）にすばやくアクセスできます。

•マップ、占有データ、キャパシティ、またはエリア情報が欠落しているフロアの詳細な内
訳。

•複数のロケーション間でのナビゲーションを容易にするための検索およびフィルタ機能。

•適格なロケーションのみを表示するためのライセンスとの統合。

このセクションには、[Floor occupancy]と [Room occupancy]の 2つのタブが含まれます。
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図 5 :展開ステータス

フロア占有率

[Flooroccupancy]タブを使用して、フロアの占有ステータスを表示します。フロア占有率は、
ワイヤレスネットワークからのデータを使用して計算されます。

フロアの占有状況を開始するには：

1. Cisco Spacesにワイヤレスネットワークを接続。

2. ロケーションマップをアップロードします。

3. ロケーションのメタデータの設定。

[Floor occupancy status]エリアでは、次の詳細を表示します。

•すべての建物：適切なライセンスを持つ建物とフロアの数を表示します

•マップのないフロア：フロアのないフロアの数を表示します。これらのフロアでは正確な
占有率データが提供されない可能性があります。

•占有率のないフロア：占有されていないフロアの数を表示します。これらのフロアは占有
率グラフから除外されます。
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•キャパシティのないフロア：キャパシティのないフロアの数を表示します。次のフロアは
使用率グラフから除外されます。

•エリアのないフロア：エリアのないフロアの数を表示します。これらのフロアは密度グラ
フから除外されます。

部屋の占有率

[Room occupancy]タブを使用して、部屋の占有ステータスを表示します。部屋の占有率は、
IoTセンサーからのデータを使用して計算されます。

フロアの占有状況を開始するには：

1. 部屋の占有率は、IoTセンサーからのデータを使用して計算されます。

2. Cisco Webexコントロールハブに接続します。

3. Cisco Spaces：Space Managerで部屋を設定します。

[Room occupancy status]エリアで、次の詳細を表示します。

•すべての建物：適切なライセンスを持つ建物とフロアの数を表示します

•デジタルマップ Proのないフロア：デジタルマップ Proのないフロアの数を表示します。
これらのフロアにはマッピングされている部屋がないため、占有率データは記録されませ

ん。

•センサーのない部屋：センサーのない部屋の数を表示します。次の部屋にはセンサーがな
いため、占有率データは記録されません

•データのない部屋：データのない部屋の数を表示します。これらの部屋については過去 2
週間のデータが記録されていません

•予約なしの部屋：予約データなしの部屋数を表示します。次の部屋については過去2週間
の予約データが記録されていません。
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第 6 章

ユーザー管理

•ユーザー管理（21ページ）
•ユーザー招待の送信 （22ページ）

ユーザー管理
Cisco Spacesの [User Management]セクションでは、管理者はスペースの使用状況アプリケー
ション内のユーザーアクセス、ロール、および場所の権限を一元管理できます。この機能で

は、既存のすべてのユーザーを表示し、招待ステータスをモニターし、適切なロールを割り当

て、新しいユーザーをアプリケーションに招待する機能を提供します。

主な機能

•検索機能：[Search]バーを使用して、すばやく検索とフィルタリングを行います。

•電子メールのエントリ、ロールの選択、および場所の割り当てを含む新しいユーザー招待
ワークフロー。

•ユーザー属性：[Name]、[Email]、[Role]（読み取り専用ユーザー、ダッシュボード管理者
ロール）、[Location]、[Invitation Status]などのユーザーの詳細を表示します。

•ページネーション制御
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図 6 :ユーザー管理

ユーザー招待の送信
適切なロールとロケーション権限を持つ招待を送信して、新しいユーザーをスペースの使用状

況アプリケーションに追加します。

この手順はスペースの使用状況アプリケーションに新しいユーザーを追加し、適切なアクセ

ス権限を付与する必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 スペースの使用状況アプリケーションの左側のナビゲーションメニューから [UserManagement]
セクションに移動します。

ステップ 2 [User Management]ウィンドウで、[Add]をクリックします。

[Invite User]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Email]フィールドに、ユーザーの電子メールアドレスを入力します。
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ステップ 4 [Role]ドロップダウンリストから新しいユーザーの適切なロールを選択します。オプション
は、[Read Write User]および [Read Only User]です。

ステップ 5 [SelectLocations]をクリックして、ユーザーがアクセスできるロケーションを [ChooseLocations]
ポップアップウィンドウから選択します。

a) アクセスを許可するロケーションに対応するチェックボックスをオンにします。
b) [Select Locations]エリアで選択したロケーションの詳細を確認します。
c) [Select Locations]をクリックします。

ステップ 6 [Send Invitation]をクリックします。

新しいユーザー招待が正常に送信され、受信者は承諾するよう指示された電子メールを受信し

ます。

次のタスク

新しく招待されたユーザーの詳細は、ユーザーが招待を受け入れるまで、[User Management]
リストに [Pending]ステータスで表示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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